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● “新入社員，生かす も殺す も

上役次第” とい う，い ささかセ ン

セー シ ョナルな見出 しで， 日経 新

聞が，わた したちの研究(結 果 の
一部)を 記事 に とりあげた

。 それ

か らとい うもの，おたしたち(若

林 ・南 ・佐野 の三人)は ， とんだ
“春 の嵐” に見舞 われつづ け ね ぽ

な らなか った。 「結果を詳 し くお

しえて欲 しい」「新入社員 の研 修

に使いたい と思 うので」な どな ど，

電話がひ っき りなしの毎 日が一ケ

月あま りもつづいたのである。 い

ずれ に して も研究報告書 を読 んで

いただ くのが一番 なので，最初は

わた した ち自身，そ うい う応答を

電話 口で くりかえ していた。 (が

その うち，いい加減閉 口して，わ

た したちが電話 口に出な くな った

ことの結果 と し て)， わたしたち

の家族(と くに女房 たち)が， そし

て，慶応義塾大学産業研究所 の事

務室 のかたが たが， この “嵐”に

まき込 まれてい った。電話はた し

かに便利な機械であ る。だが，そ

の便利 さを一方的に 利 用 す る場

合，それは，大げ さにいえば，“凶

器 ”に もな りうる ことを実感 させ

られ た一 ケ月ではあった。

 ● こんな騒 ぎ とは うらは らに，

わた した ちの研究そ のものは， ど

ちらか といえば，“基 礎 研 究”の

部類に属す ものであ る。この故に，

た とえば “研修に役立てたい”な

ど実 務的 な観 点か ら本モ ノグラフ

を読 まれ るむ きには，“なんだ い，

これは” とい った感想のみが残 る

か もしれない。 しか し，基 礎研究

のなんたるかを， わたした ちは，

企業現場 のかた がたに理解 してい

た だきたい と思 う。 ごくあた りま

えな 日常現象 の背後に ひそむ メカ

ニズムを把握 しえては じめ て
，応

用技術や具体的な施策を意味を も

って問い うるのだ とい うことを，

い ます こし余裕を もって受け とめ

て欲 しい と願 う。事情 は ことな っ

ている とい うにせ よ，産業社 会心

理学 や組織心理学上 の重要 な知見

一 一た とえば
， ホー ソソ効果や ア

セ スメン ト・セ ンター方式や職務

充実な ど一 一が，大学の象牙の塔

か らの思いつ きに よってではな く

組織現場の人い きれのなかで積み

あげ られてい るア メ リ カ の 状 況

を， うらやま しい とみるのは， わ

たしたちだけだろ うか。

 ●本 モノ グラフは，大学 を卒業

して企業に職 を得 た成人男子が，

当該組織で三年 目を迎xる まで の
“ドキ zメ ンタ リー・フ ィル ム” と

考 えていただけば よいか と思 う。

わた したちは，かれ らの軌跡(組

織 における初期経歴 の発達)を 正

確 にフ ィルムに収 めるぺ くひたす

ら努力を傾 けた。 フ ィル ムは， ま

だ まだ現象 したて の “ラ ヅシュ”

とい うぺ き段階であ るが，鑑賞に

たえ るぎ りぎ りの線での “編集”

は施 したつ も りであ る。 フ ィル ム

その ものの評 価はいろいろである

としても……。   (南 隆男)
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